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1．はじめに

要求工学を適用した要求定義は情報システム開発の成

否を握る最も重要な活動である．しかし，要求工学の

知識は広範，かつ，多様であるため，その習得と実践

は容易ではない．本稿では，要求工学を現場において

習得，実践し，あわせて，人材育成のガイドラインと

して，わが国の現場の技術者と要求工学の専門家が協

力して開発した要求工学知識体系REBOK (Requirements 

Engineering Body Of Knowledge) [14]☆1 の開発と内容を紹

介する．REBOKの開発では現場で有用な知識の特定と

その体系化が課題であった．この課題を解決する過程で，

筆者らは知識体系(BOK)そのものの構造や体系化の方法

が確立されていないという根本的課題に直面した．さら

に，主要なBOKは認定試験と一体となっているため変

更が難しく，技術の進化に追随できないという課題もあ

る．筆者らは，BOKのあるべき姿に立ち返り，構築方法，

BOKの構造や知識表現に至る広範な課題の解決に取り

組んだ．

本稿では，REBOK開発の背景から出発して，BOKの

あり方，実践的な要求工学知識とその構造化，普及への

取り組みを紹介する．実務家と研究者との複合的な視点

から徹底した討議を経て生まれたREBOKは，ユーザと

ベンダが共通に利用でき，かつ，要求工学の全体像を理
☆1 アールイー・ボックと呼ぶ．

解するためのBOKとして，広く活用されることを期待

している．

2．現場が求めた REBOK

要求工学(Requirements Engineering)は，情報システム

や組込み製品を開発するための要求の獲得，分析，仕様

化，妥当性確認などを組織的に行う技術体系である．ソ

フトウェア開発の最上流プロセスである要求定義の技術

として位置づけられ，ソフトウェア工学の枠組みの中で

研究，実践が進められてきた．1993 年には，ソフトウ

ェア工学の研究者や実務家が要求工学国際会議を創設

し，独立した学問領域として発展してきた☆2．2004年に，

本会と IEEE Computer Society共催による要求工学国際会

議☆3 をアジアで初めて京都で開催し，国内外から約350

名の参加者を得た．これを契機に，わが国でも要求工学

への関心が高まった．

☆2 http://requirements-engineering.org/
☆3 http://www.re04.org/

要求工学知識体系 (REBOK: Requirements Engineering Body Of Knowledge) は，現場で要求工学を実践するために，実

務家と研究者が協力して世界に先駆けて開発し，2011 年 6 月に刊行した．REBOK の開発では，ソフトウェア工学知識

体系 (SWEBOK)，ビジネス分析知識体系 (BABOK)，プロジェクトマネジメント知識体系 (PMBOK) などの関連する知識

体系や国際規約を分析し，これらの知識体系を関係づけ，要求工学全体を対象とする知識体系の確立を目指した．そのた

め，知識体系 (BOK) とその構築方法のあり方に立ち返って，BOK の構造と知識の表現方法などの根本から検討した．こ

れに基づき，要求工学の諸知識をグローバルな共通性と我が国固有の技術の両面から再構成し，実務家の視点から有用性

を評価し，整理した．REBOK に基づき企業内での専門家育成や大学の教材開発が進んでいる．本稿は，REBOK 開発の背景，

REBOK の知識体系の構造や特徴，活用などについて紹介する．
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しかし，要求工学の対象範囲はソフトウェアにとどま

らない．その対象はビジネス戦略やビジネスプロセスが

含まれる．特に，わが国では情報基盤が成熟し，顧客の

情報システムに対する要求は高度化している．

情報サービス産業協会(JISA)の調査[10]によれば，情

報システム開発の最大の課題は要求定義にある(図 1)．
経済産業省と日本情報システム・ユーザー協会の調査に

よれば，要求定義を適切に行っていないプロジェクトで

は，予定内に開発できた比率は0%であった[18]．
一方，要求工学の実践には，技術面に加えコミュニケ

ーションスキルやビジネス慣行などの多様な要因が影響

することから，現場における要求工学の本格的導入には

さまざまな困難がある．そのため，JISA では，2006 年

度に現場への要求工学の普及推進を目的とする要求工学

WGを設置した．2008年度までの3年間に，延べ100名

以上の主として実務家がWGに参画し，現場の視点から

要求工学への組織的取り組み，ベストプラクティスの収

集とパターン化などに取り組んだ[11],[12]．このような

活動の中で，要求工学を実践するためのガイドラインや

人材の組織的育成の必要性が認識され，2008年度に要

求工学知識体系(REBOK)の検討を開始した[13]．
2009年度に JISAはREBOK企画WGを設立し，REBOK

の開発が始まった．WGでは検討結果を国内外の学会や

JISA主催のシンポジウムで発表し，実務家，研究者から

フィードバックを得た．

たとえば，2009年9月に開催した JISA要求工学シンポ

ジウムと，2010年3月に開催されたソフトウェアジャパ

ン2010でREBOKを紹介し，参加者にアンケート調査を

行った．回答数は106 ～ 109名である．その結果，80%

以上の回答者から「要求定義・管理の人材不足」，「要求

定義・管理の人材の組織的育成の欠如」，「REBOKの必

要性」が指摘された[2]．このような活動を経て2011年

6月に要求工学知識体系(REBOK) 第1版を刊行した[14]．

3．要求工学に関連する BOK と規約

REBOKの必要性や位置づけを明確にするために，要

求工学に関連する次の6つの主要なBOK，認定制度，規

約を分析した．この中でREBOKに直接関係する4つの

BOK，認定制度を表 1に示す．

(1) ソフトウェア工学知識体系(SWEBOK: Software Engi-

neering Body Of Knowledge)[1] 
　ACMと IEEE Computer Societyが策定したソフトウ

ェア工学全般のBOKである．第2章が要求工学に充

てられている．要素技術の簡略な紹介に

とどまっているため，実践のガイドライ

ンとして利用するには内容が不足してい

る．

(2) ビジネスアナリシス知識体系(BABOK: 

Business Analysis Body Of Knowledge)[6]
　2003 年に設立された IIBA(International 

Institute of Business Analysis)が策定した，

ビジネス分析を中心とする BOK である．

高度なビジネスアナリストの育成を目的

とし，認定制度 CBAP (Certified Business 
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図 1　情報システム開発の品質要因

表 1　要求工学関連知識体系の比較

* Expert の前段階として Advanced が検討中，** Advanced と Expert が告知されている．

BOK SWEBOK BABOK PMBOK CPRE
最新版 2004 Version 2 (2009) Version 4 (2008) Version 2 (2009)
提案母体 ACM, IEEE CS IIBA PMI IREB
対象者と名称 ソフトウェア開発者 ビジネスアナリスト プロジェクト管理者 要求エンジニア

スコープ
ソフトウェア工学中の

要求工学
ビジネス分析，要求工学 プロジェクト 要求工学

ドメイン依存性 なし あり（ビジネス） なし なし
知識達成水準 Bloom のタクソノミ 設定なし 設定なし CPRE 固有の水準定義
認定制度 CSDP, CSDA CBAP PMP CPRE
認定水準 Expert, Advanced Expert* Expert Basic**

受験資格
学卒で 4 年（7,000 時間）

以上の実務経験
5 年（7,500 時間）以上
のビジネス分析経験

学卒で 3 年の PM を含む
4,500 時間の実務経験

なし
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知識水準

専門家

初心者

要求開発

要求管理

プロセス

ビジネス要求 システム要求 ソフトウェア要求プロダクト要求

Analysis Professional)を2006年から実施している．ビ

ジネス分析が主眼であるため，ビジネス要求から情

報システムやソフトウェアの要求への展開は読者に

委ねられている．

(3) プロジェクトマネジメント知識体系(PMBOK: Project 

Management Body Of Knowledge) [21]
  1969年に米国で設立されたPMI(Project Management 

Institute)が1996年に初版を発行したプロジェクト管

理のBOKである．プロジェクトマネジメントの高度

専門家としてPMP(Project Management Professional)の
認定制度が実施されている．

(4) CPRE (Certified Professional for Requirements Engineer-

ing)[7]
　欧州の要求工学研究者が中心となり設立した IREB 

(International Requirements Engineering Board)が実施

している要求エンジニアと呼ぶ専門技術者認定試験

である．この試験の対象知識がシラバスとして公開

されているが，BOKとして整備されているわけでは

ない．

(5) ITスキル標準 (ITSS: IT Skill Standard)[8]と関連スキル

標準(UTSS, ETSS)
　経済産業省と情報処理推進機構(IPA)により策定さ

れた ITに関する知識，スキル要素の定義である．要

求工学に対応する知識，スキルの枠組みはないが，

コンサルタントのスキル項目の 1つにビジネス分析

が含まれている．

(6) ISO/IEC 29148 Requirements Engineering[9]
　システム，ソフトウェア開発ライフサイクルプロ

セス(SLCP)の上流工程への拡張として策定された，

要求工学プロセスの標準である．要求工学プロセス

の枠組みが示されているが，そのための技術は対象

としていない．

上記の各BOKや規約を分析した結果，これらは要求

工学の知識を包括したBOKとは言えず，

対象範囲や内容，レベルに制約があるこ

とが明らかとなった．この結果，図 2に

示すように，REBOK は次の3 つの軸で

要求工学に関連する既存の BOK や規約

が包括できていない要求工学全体を対象

として開発することにした． 

(1) ビジネス要求から情報システム要求，

ソフトウェア要求へ至る要求工学全

体を対象として，要求工学を円滑に

遂行する助けとなる．さらに，要求

開発と要求管理の両方を包含する．

(2) 初心者から高度専門家へ至る知識を包含する．

(3) 企業情報システムを対象とするビジネス要求に加

え，組込み製品などを対象とするプロダクト要求も

対象とする．ただし，企業情報システムのエンター

プライズ分析はBABOKで掘り下げられているので， 

BABOKとの重複を避け，掘り下げることはしない．

4．「要求」の定義を明確に

国内における要求工学の実践に対する障がいの1つに

要求工学に関する用語や概念が統一されていないことが

ある．国内でのみ個別に定義され，利用されている用語

もある．このため，REBOKの開発では，要求工学に関

連するBOKを横断的に分析し，グローバルな知識ベー

スに基づき，曖昧さのないように用語を定義した．さら

に，REBOKが要求工学に関連する異なるBOK間で主要

な用語や概念を相互理解できる共通基盤となることを目

標とした．

4.1　要求とは
わが国では，「要求」の意味がさまざまに定義され，

用いられている．しかし，グローバルな要求工学に関

連するBOKや標準規約では，「要求」の定義はソフトウ

ェア工学の国際規格 IEEE Std 610.12[5]に準拠している． 

さらに，BABOKでは， IEEE Std 610.12の定義においてユ

ーザの代わりにステークホルダを用い，要求を「ステー

クホルダが問題解決や目標達成に必要な条件，あるいは，

図 2　要求工学全体をつなぐ REBOK のスコープ

REBOK は要求工学を実践するための
共通言語を目指す
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能力」と定義している[6]．ステークホルダは要求工学

における主要な概念として定着していること，ならびに，

REBOKをグローバルなBOKとする方針に基づき，「要求」

の定義をBABOKと同一とした．

要求はさまざまな視点から分類できる．主要な分類と

して，図 3に示す，機能要求(Functional Requirements)と
非機能要求(Non-Functional Requirements)が定着してい

る[19]．機能要求とは，システムが果たすべき機能であ

る．非機能要求は，機能以外の要求を意味するが，一般

に，品質要求(Quality Requirements)と制約(Constraints)
からなる．制約の中で法令遵守(Compliance)は他の制約

と独立して扱う必要があるので，図3に示すように分け

て示す．

4.2　要求のスコープ
REBOK, BABOK, ならびに，共通フレーム[10]におけ

る，要求のスコープを表 2に示す．要求のスコープとし

て統一された定義が確立されているとはいえない．そ

のため，REBOKでは，現場における実践の視点に立っ

て，BABOK，共通フレーム[17]へ対応づけができるスコ

ープの枠組みを定めた．REBOKではこれらのBOK間で

のスコープと用語の対応づけも示している．この結果，

REBOKはこれらのBOKのいわば共通言語となっている．

4.3　要求アナリスト
REBOK では，図 4 に示すように，要求のスコープに

対応して要求定義に関与する人材として要求アナリスト

を定義した．要求アナリストは，扱う要求のスコープに

応じて異なる知識が要求される．図4に示すように対象

とする要求のスコープに応じて，要求アナリストの役割

を次の3段階に分けた．この分類は役割と必要な知識を

明確にするための名称であることから，実際には，同一

人が異なる要求スコープを扱うことも可能である．

(1) ビジネスアナリスト(BA)，プロダクトアナリスト

ビジネスシステム，あるいは，組込みシステムなど

のプロダクトを対象とする．ビジネスアナリストは

BABOKのビジネスアナリストに相当する．

(2) システムアナリスト

情報システム全体を対象とするシステム要求を扱う．

(3) ソフトウェアアナリスト

ソフトウェア要求を扱う要求アナリストである．なお，

IREBでは要求エンジニアと呼んでいる．

5．知識と知識体系の構造

5.1　REBOK における知識の考え方
REBOKを開発する過程で関連するBOKを分析した結

果，知識やBOKについて統一した考え方がないことが

明らかとなった．特に，SWEBOKとBABOK，PMBOKでは，

知識の考え方が基本的に異なる．

SWEBOK では概念や技術を知識要素としている．た

とえば，要求分析では要求分類，概念モデリングなどの

図 3　要求の分類 図 4　要求のスコープと要求アナリスト
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表 2　要求工学に関連する BOK と規約の要求スコープ

要求のスコープ REBOK ISO/IEC29148 BABOK 共通フレーム

ビジネス
ビジネス／

プロダクト要求
─ ビジネス要求

システム化構想，
システム化計画

ステークホルダ ステークホルダ要求 ステークホルダ要求 ステークホルダ要求 利害関系要件

ソリュー
ション

システム システム要求 システム要求
ソリューション要求

システム要件
ソフトウェア ソフトウェア要求 ソフトウェア要求 ソフトウェア要件
移　行 移行要求 ─ 移行要求 （移行計画）
運　用 運用要求 ─ ─ （システム運用）

環境 : ステークホルダ, 市場 /ビジネス慣行, 法規制 , ほか
ビジネス

業務要求
情報システム

ソフトウェア
システム

ソフトウェア要求

機能要求 非機能要求

ハードウェアシステム

(情報 )システム要求

ビジネスプロセスビジネス戦略 /ゴール データ ビジネスルール

ビジネス/プロダクト要求 ビジネス/プロダクトアナリスト
[ビジネス/プロダクト要求定義 ]

システムアナリスト
[システム要求定義 ]

ハードウェア要求ハードウェア要求

ソフトウェアアナリスト
[ソフトウェア要求定義]
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4つの独立した知識要素からなり，その中で，要求分類

では機能／非機能要求などの分類基準の例が示されてい

る．本稿では，これを技術知識と呼ぶ．

一方，BABOK と PMBOK では作業のまとまりである

プロセスやタスクを知識要素としている．これを，プロ

セス知識と呼ぶこととする．BABOK, PMBOKではプロ

セス知識とその関係がBOKの中核を成すことから，作

業手順書に近い．

要求工学では技術知識とプロセス知識の両方の知識が

必要であると判断し，REBOKでは，2種類の知識を統合

し，SWEBOKとBABOK, PMBOKの考え方を包含するハ

イブリッドな構造のBOKとして構成した．

5.2　REBOK における知識の 3 層構造
REBOK と 関 連 BOK の 知 識 の 階 層 を 表 3 に 示 す．

REBOK の知識階層構造を3 層構造と呼ぶ．これは，知

識 領 域 (KA: Knowledge Area)， 副 知 識 (KU: Knowledge 

Unit)，技術(Technique)の3層を基礎とし，その上位に知

識領域をグループ化した知識カテゴリからなる．知識カ

テゴリはグループ化の概念であるので，知識の実体は 

ない．

KAはREBOKの知識の基本構成要素である．KUはKA

を細部化した知識単位である．さらに，複数のKA，KU

にまたがり，共通に利用できる技術要素を技術と呼ぶ．

表3に示すように，REBOKはSWEBOK, BABOKと対応づ

けが可能である．これは，REBOKがSWEBOK, BABOK

の共通言語となっていることを意味する．

6．REBOK の内容

6.1　REBOK の知識体系アーキテクチャ
REBOK の知識体系を図 5 に示す．知識領域を共通知

識カテゴリと拡張知識カテゴリに分けている．これによ

って，エンタープライズとプロダクトの2つの異なるド

メインへの対応が可能となる．

(1) REBOK 共通知識カテゴリ

特定のドメインによらない，要求工学の共通知識であ

る．図5に示す8知識領域からなる．図中，<<process>>

はUMLのステレオタイプの表記に準じ，プロセス知識

を表す．それ以外の知識領域は技術知識である．

(2) REBOK拡張知識カテゴリ

REBOK 拡張知識カテゴリはエンタープライズ分析

とプロダクト分析からなる．エンタープライズ分析は

BABOKのエンタープライズ分析に対応し，企業情報シ

ステム固有の知識領域である．プロダクト分析は組込み

システムなどに固有の知識領域である．この内容は今後

定義する予定である．

(3) REBOK共通知識カテゴリの構造

REBOKの共通知識カテゴリはSWEBOKを基礎として

定義し，BABOKや ISO/IEC 

29148[9]とも対応したBOK

となっている．REBOK で

は，各知識領域をいくつか

の副知識領域に分け，具体

的に説明している．表 4に

各知識領域の内容を示す．

共通知識カテゴリにおい

て要求定義に直接必要な知

識領域は，「要求獲得」，「要

求分析」，「要求仕様化」，「要

求の検証・妥当性確認・評

価」の4つのプロセス知識

である．この4つのプロセ

ス知識の枠組みは，要求工

学の主要な文献で標準とな

っており，かつ，現場で一図 5　REBOK の知識体系アーキテクチャ

REBOK の開発では知識と知識体系のあり方
に立ち返って検討した

要求工学プロセス
(Requirements
Engineering
Process)

<<process>>
要求の検証・

妥当性確認・ 評価
(Requirements

Verification, Validation, 
and Evaluation)

実践の考慮点
(Practical

Consideration)

<<process>>
要求分析

(Requirements
Analysis)

要求工学の基礎
(Requirements
Engineering
Fundamentals)

<<process>>
要求獲得

(Requirements
Elicitation)

<<process>>
要求仕様化
(Requirements
Specification)

要求の計画と
管理

(Requirements
Planning and
Management)

要求工学知識体系 REBOK

REBOK 共通知識カテゴリ (REBOK Core)

<<process>>
エンタープライズ

分析
(Enterprise 
Analysis)

<<process>>
プロダクト
分析

(Product 
Analysis)

REBOK 拡張知識カテゴリ

表 3　知識の階層構造

KA: Knowlwdge Area, KU: Knowledge Unit, EU: Education Unit, * 要求 KA に含まれる KU

BOK REBOK SWEBOK BABOK PMBOK CPRE
知識領域の上位 知識カテゴリ [2] ─ ─ ─ ─
知識領域と数 KA[8] KA[10] KA[7] KA[9] とプロセス群 [5]

の組合せで 42 個
EU[9]

知識副単位と数 KU KU[7]* タスク [38] ユニット [36]
要素技術 技術 トピック 技術 [34] ─ ─
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般に行われて要求定義プロセスと対応している．

プロセス知識は，プロセスの入力，出力，プロセスを

実行するアクタ，プロセスの詳細を定義するタスク，タ

スクを実行するための技術により定義される．これによ

って，要求工学を現場で実践するガイドとなる．

また，REBOKでは，SWEBOKになかった新たな知識

領域として「要求の計画と管理」を定義している．

さらに，「実践の考慮点」では，JISA の要求工学

WG が抽出したベストプラクティスや事例研究の成果

[11],[12]を取り入れている．

6.2　REBOK の要求工学プロセス
REBOKはプロセス知識の組合せとして要求工学プロ

セスを規定する．「要求獲得」，「要求分析」，「要求仕様化」，

「要求の検証・妥当性確認・評価」の4知識領域は，図 6

に示すように相互に繰返すプロセスを構成する．これを

要求開発とも呼ぶ．この構造は，要求工学で一般に用い

られている繰返し型プロセスを示している．

プロセス知識は，1つ以上のタスクから構成される．

そのため，プロセス知識は，その内部を副知識領域，す

なわち，タスクが構成するプロセスとして定義できる．

6.3　REBOK コア（共通知識カテゴリ）
REBOKコアの中で主要な技術を紹介する．

(1) 要求獲得

要求定義が開発プロセスの最上流であるように，要求

獲得は要求定義プロセスの最上流であることから，その

重要性の認識が広まっている．近年，要求獲得の研究と

実践が進み，要求工学の主要なプロセスとして位置づけ

られている．このような背景から，REBOKでは要求獲

得と要求分析の定義を明確にし，要求獲得の技術の整理

体系化を行った．ここで，要求獲得(Requiremenst Elici-

tation)と呼ぶのも，多様な技術を活用し要

求を明らかにするという積極的な活動を示

唆している． 

図 7に要求獲得のプロセスを示す．要求

獲得の主要な技術として，次の3つが挙げ

られる．ここで，システムとは人や組織を

含む要求の対象である．

a) ステークホルダ分析：システムに関与

するステークホルダを特定し，その重

要度や影響度などの，要求に関与する

役割を明らかにする．

b) ゴール分析：ゴールはシステムが達成

すべき状態である．ゴールを特定し，

それを具体化することにより，ゴール

を実現する手段として要求を特定する．

c) エンタープライズ分析とシナリオ分析：

システムをモデル化するアプローチは

次の2つに大別できる．

1) エンタープライズ分析：システム全

体のマクロな構造をモデル化する．

表 4　REBOK 共通知識カテゴリの 8 知識領域

知識領域 内  容
1. 要求工学の

基礎
要求とそのスコープや性質などの基礎的事項．
機能要求，非機能要求も含む

2. 要求工学
プロセス

要求開発，管理のプロセスと主要なアクティビ
ティなどに関する知識

3. 要求獲得 顧客を含むステークホルダを明らかにし，会議，
インタビューなどによる要求の引き出しに関す
る知識

4. 要求分析 要求項目を整理し，その間の関係づけ，優先順
位づけなどを行い，実現すべき要求を明らかに
して絞り込む技術に関する知識

5. 要求仕様化 分析された要求を規定の書式や表記法で記述す
る技術に関する知識

6. 要求の検証・
妥当性確認・
評価

要求間の矛盾がないことや，必要な顧客の要求
項目を満たしていることの確認，あるいは，そ
の達成の度合いを評価する技術などに関する知
識

7. 要求の計画
と管理

要求開発を計画し，遂行や成果物を管理する技
術に関する知識

8. 実践の考慮点 要求工学を実践する上で知っておくべき知識や
ベストプラクティス

 

現状(As-Is)
システム

将来(To-Be)
システム

課題解決
=要求

ゴール
(課題が解決
された状態)

課題

ステーク
ホルダ

3.1 ステーク
ホルダの識別

3.2 現状システム
の理解

3.3 現状システム
のモデル化

3.4 課題の抽出と
原因分析

3.5 課題解決に
向けたゴールの抽出

3.6 ゴール達成
手段の抽出

3.7 将来システム
のモデル化

3.8 要求の記述
と詳細化

ステークホルダ分析

ゴール分析

シナリオ分析

図 6　要求工学プロセス

図 7　要求獲得プロセス

 

REBOK 共通知識
カテゴリ

要求開発

基礎
知識 1.要求工学の基礎

7.要求の計画と管理

実践
知識 8.実践の考慮点

2.要求工学プロセス

4.要求分析

6.要求の検証・
妥当性確認・評価

REBOK 
拡張知識
カテゴリ プロダクト分析

エンタープライズ分析
5.要求仕様化

3.要求獲得

分析要求

獲得要求

要求仕様書

要
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源
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
・
文
書
・
等
）

シ
ス
テ
ム
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築
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たとえば，Zachmanフレームワークでは5W1Hと

システム階層の2次元の表でシステム全体をモデ

ル化する．

2) シナリオ分析：ユーザから見たシステムの働きな

ど，ユーザの視点でシステムを記述する．UML

のユースケースやユーザストーリなどはシナリオ

分析の方法である．

(2) 要求分析

要求分析は要求獲得で得た要求の要素を分類し，構造

化，優先順位づけなどを行い，ステークホルダと合意す

る一連の活動である（図 8）．

要求獲得でもある程度の要求の分離，構造化を行う可

能性があることから，要求獲得と要求分析の要素技術は

重複している．要求分析では，必要があれば，要求の割

当てにより，要求を実現する上で事業や情報システム，

ソフトウェアアーキテクチャがもたらす制約と整合をと

る．優先順位づけでは，実現可能性，必要度，効果など

に基づき要求を絞り込む．

(3) 要求仕様化

ビジネス要求，システム要求，ソフトウェア要求の

仕様書の記述内容を定めた国際標準として，それぞ

れ，IEEE Std. 1362, Std. 1233, Std. 830 が知られている．

REBOKでは，これらに基づき，かつ，これらの標準が

制定されて以降の技術変化を盛り込んで仕様書のひな形

と記述ガイドを作成した．

実際の開発においては発注者などが規定する書式があ

る．しかし，そのような書式に漏れがある可能性がある．

REBOKの規定は，現場で要求仕様書を適切に記述する

ための手本となる．

(4) 要求の検証・妥当性確認・評価

REBOKでは，要求の検証と妥当性確認を次のように

定義した．

a) 要求の検証：要求仕様書が一貫性，無矛盾性，完全

性などの点で誤りがないこと．

b) 要求の妥当性確認：要求仕様書がステークホルダと

合意した要求を満たしていること．

この検証と妥当性確認はソフトウェア工学における定

義[1]と同一である．しかし，要求工学においては，こ

のような定義が確立したのは比較的最近である．実践

において，この 2つの概念の違いを認識し，検証と妥当

性確認を適切に行うことが要求仕様書の品質を保証し，

プロジェクトの成否とシステムの品質を保証する鍵と 

なる． 

(5) 要求の計画と管理

要求の計画と管理は，実践において本来必須であるが，

これをまとめた書籍はきわめて限られており，その内容

も十分とは言えない．また，プロジェクト管理とも関連

する領域である．このため，REBOK では PMBOK との

対応も考慮して知識を整理，体系化した．この中で，要

求工学の技術としてトレーサビリティとそれを考慮した

変更管理が重要である．

(6) 実践の考慮点

実践の考慮点は要求工学を実践する上で考慮すべき

事項をまとめたものである．ここには，JISAの要求工学

WGで収集したベストプラクティス[11],[12]もまとめて

紹介した．

7．REBOK の普及推進

7.1　現場での活用と要求アナリスト育成
JISAでは，REBOKの普及を通して要求工学の実践を

推進するために2011年にREBOK 普及WGを設置した．

WGのメンバは企業で要求工学の実践や人材育成に従事

している実務家である．2011年度は現場で要求工学を

実践，主導する要求アナリストの育成を中心に議論を重

ね，報告書にまとめた[15]．この中で，「要求工学知識

体系(REBOK)モデルカリキュラム」を次の3コースで提

示している（表 5）．

一方，企業においてREBOKに基づく上流工程の人材

育成が始まっている[4]．さらに，Tri-shaping[20], TERA-

SOLUNA[22]などの企業が提供している要求工学方法論

においてもREBOKとの関係づけが検討されている．

このような状況は，REBOK が現場にお

ける要求工学実践の基盤として広がりつつ

あることを示唆している．

7.2　大学教育での活用
大学教育で要求工学の重要性と基礎を

学べるように(独)情報処理推進機構の産

学連携推進センターでは，REBOK に基づ図 8　要求分析プロセス

4. 要求
獲得

5.1: 要求
の分類

獲得された
要求項目

5.4: 要求の
優先順位づけ

構造化された要求

5.5: 要求
交渉

優先順位づけられた要求合意された要求

要求の源泉
(ステーク
ホルダ)

5.2: 要求
の構造化

分類された要求

5.3: 要求の割当て

割り当てられた
要求
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く学部学生向け e-Learning教材「要求工学を活用した問

題発見と情報システムによる解決」を開発している[16]．
本教材は情報系学部に加え，経営情報系学部や経済／経

営系学部の教育でも利用できるように作成されている．

2013年4月にWeb上で公開し，無料で利用できる．

また，筆者の一人の大学では，2011 年度より大学院

の「ソフトウェア要求工学」をREBOKに基づいて講義

している．

7.3　グローバル化
REBOKは2010年に開催された要求工学国際会議の特

別セッションで，本分野の主要な研究者，実務者へ発

表し，多大な反響を得た[3]．その後，2011年12月には

ベトナムで開催されたアジア太平洋ソフトウェア工学

国際会議(APSEC)でアジア諸国のみならず欧米からの参

加者も対象に，半日のREBOK講習会を開催した（図 9）．

2012年12月には香港で開催されたAPSECでも同様の講

習会を開催した．

2013年には REBOK の英語版を刊行する予定である．

あわせて，グローバルな要求工学コミュニティとの連携

やアジアにおけるREBOKの普及と活用を推進する．

現場における REBOK の組織的な活用が
始まっている

8．REBOK の拡張

REBOKの活用と要求工学の実践の推進のために，次

の活動を行っている．

(1) REBOKの活用支援

REBOKの現場での活用を支援するために，REBOKの

適用ガイドをまとめている．

(2) REBOKの拡張

これまで体系化されていないプロダクトの要求工学を

整理し，REBOKの拡張知識体系としてまとめる．さらに，

アジャイル要求工学などへの対応も検討している．

(3) REBOKに基づく人材育成

REBOKのカリキュラムガイドに基づく人材育成を支

援する．

9．まとめ

REBOKの開発とその知識と構造，主要な内容，今後

の展望を紹介した．

REBOKの開発は，現場で必要とされている知識とは

何か，知識を伝えるにはどうすべきか，などのメタな

問いを発し，答えようとする活動であった．REBOKの

開発では，要求工学における実務で必要な知識とは何か，

知識の体系化とは何かを模索し，BOK のあり方に立ち

戻って，その構造を含めて提案した．REBOKの開発経

験はBOK開発の実際を示した点でも意義があると言える．

REBOKの評価は今後を待たねばならないが，REBOK

を基礎とする組織的な人材育成が始まっていることなど

から，要求工学の基盤としての役割を果たしつつあると

言える．

今後，現場における要求工学プラクティスを向上する

ためにREBOKの普及，活用を推進する．

謝辞　要求工学知識体系(REBOK)の開発，普及に協力

をいただいている（一社）情報サービス産業協会の技術

委員会，ならびに， REBOK WGの各位に感謝する．また，

REBOKに至る要求工学の普及活動に支援をいただいて

いる，（一社）情報サービス産業協会に感謝する．
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